
示
寂
羅
囲

「
石
垣
原
」
　
三
浦
梅
園

山
。
員
一
義
国
‐
７
僻

遺
｀
鏃
空
り
原
。
鎌

鬼
哭
夜
随
づ
風

冤
　
魂
　
秋

分
。
一
ｙ
争
丿
二
覇

割烈歳

拠
　
雄

士
″
墳

寒
二
松

岩
　
眺
。

半
ハ
消
ユ

雨
一

一 一
起
コ
リ

入
谷
海
　
滞
一
・
麟
ｙ

略
づ
指
揮
失
七

図
″
形
　
勢
　
遥
タ
。

前
二
停
づ
杖
ご
怖
ハ

老
ヒ
テ
草
　
粛
　
々
タ
リ

山
は
旧
国
を
囲
み
馨
岩
眺
し

遺
鏃
原
に
空
し
く
鉄
半
ば
消
ゆ

鬼
哭
夜
風
雨
に
随
ひ
て
起
き

冤
魂
秋
海
清
に
入
リ
て
騏
し

分
れ
て
覇
略
を
争
ふ
に
指
揮
失
せ

割
拠
雄
図
の
形
勢
遥
か
な
り

烈
士
の
墳
前
に
杖
を
停
め
て
立

歳
寒
に
松
老
ひ
て
草
粛
々
た
リ

ぶ

〃

三
浦
梅
園
（
一
七
二
三
～
八
九
）

　
国
東
市
安
岐
町
富
永
の
人
。
長
崎
に
遊
学
、
儒
学
と
洋
学
の
思
想
を

調
和
し
て
、
宇
宙
の
構
造
を
説
明
す
る
条
理
学
を
提
唱
し
、
『
玄
語
』
・

『
贅
語
』
な
ど
を
著
し
た
。
そ
の
論
は
哲
学
・
倫
理
・
宗
教
・
教
育
・
歴
史
・

文
学
・
政
治
・
経
済
を
は
じ
め
、
天
文
・
地
理
・
医
学
・
博
物
学
な
ど

研
　
修
　
部

僻
岩
＝
妨
げ
る
岩
　
嶼
＝
高
く
険
し
い

遺
鏃
＝
残
さ
れ
た
や
じ
リ

鬼
哭
＝
死
者
幽
霊
が
哭
く

冤
魂
＝
無
実
の
罪
で
死
ん
だ
人
の
魂

覇
略
＝
覇
権
と
計
略

雄
図
＝
雄
大
堂
々
リ
っ
ぱ
な
計
画

歳
寒
＝
寒
い
季
節
に
な
る

広
範
囲
に
及
ん
だ
。
天
球
儀
を
作
っ
て
天
体
観
測
を
行
っ
た
り
、
人
体

構
造
へ
の
興
味
も
示
し
た
。

　
こ
こ
に
掲
げ
た
律
詩
は
、
ヱ
ハ
○
○
年
九
月
十
三
日
に
、
大
友
義
統

軍
と
中
津
黒
田
孝
高
軍
の
間
に
戦
わ
れ
た
「
石
垣
原
の
合
戦
」
の
古
戦

場
を
旅
し
た
折
り
に
、
そ
の
感
慨
を
詩
に
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
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